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野村日本企業価値向上オープン
（円投資型）/（米ドル投資型） 

運用報告書(全体版) 
 

第９期（決算日2024年３月25日） 
 

作成対象期間（2023年３月24日～2024年３月25日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 円投資型 米ドル投資型 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年５月18日から2026年３月23日までです。 

運 用 方 針 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国
の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。わが国の株式の中から、企業価値向上
が期待される銘柄を選別して投資することにより、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。 

－ 
円建て資産について、選択権付き為替予約取引等の外国為替に関する
デリバティブ取引を活用し、米ドルへの投資効果を追求します。なお、
外国為替予約取引等を活用する場合があります。 

主な投資対象 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式
等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取
引等の外国為替に関するデリバティブ取引を主要取引対象とします。
また、株価指数先物取引および外国為替予約取引等を活用する場合、短
期有価証券ならびに短期金融商品等に投資する場合があります。なお、
株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村日本企業価値向上オープン 
（円投資型）/（米ドル投資型） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して分
配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

５期(2020年３月23日) 8,077 0 △18.4 1,972.16 △16.0 97.5 － 7,772 

６期(2021年３月23日) 12,806 150 60.4 3,081.98 56.3 98.8 － 8,695 

７期(2022年３月23日) 12,189 70 △ 4.3 3,159.21 2.5 96.2 － 7,502 

８期(2023年３月23日) 12,830 150 6.5 3,210.33 1.6 92.9 － 7,468 

９期(2024年３月25日) 17,148 350 36.4 4,671.17 45.5 95.1 － 8,811 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

※2024年３月25日基準の運用報告書より、「配当無し」の指数から「配当込み指数」に変更しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年３月23日 12,830 － 3,210.33 － 92.9 － 

３月末 13,326 3.9 3,324.74 3.6 92.1 － 

４月末 13,598 6.0 3,414.45 6.4 92.3 － 

５月末 14,289 11.4 3,537.93 10.2 93.4 － 

６月末 15,294 19.2 3,805.00 18.5 93.4 － 

７月末 15,487 20.7 3,861.80 20.3 94.5 － 

８月末 15,588 21.5 3,878.51 20.8 94.7 － 

９月末 15,772 22.9 3,898.26 21.4 93.1 － 

10月末 15,284 19.1 3,781.64 17.8 93.1 － 

11月末 15,849 23.5 3,986.65 24.2 93.0 － 

12月末 15,800 23.1 3,977.63 23.9 93.3 － 

2024年１月末 16,727 30.4 4,288.36 33.6 93.4 － 

２月末 17,039 32.8 4,499.61 40.2 94.7 － 

(期  末)       

2024年３月25日 17,498 36.4 4,671.17 45.5 95.1 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

５期(2020年３月23日) 7,732 0 △16.8 87.3 10.1 21,284 

６期(2021年３月23日) 12,137 120 58.5 93.1 5.5 22,034 

７期(2022年３月23日) 12,882 90 6.9 86.9 9.3 19,838 

８期(2023年３月23日) 14,837 270 17.3 88.8 4.0 19,757 

９期(2024年３月25日) 24,011 670 66.3 88.3 6.9 28,712 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2023年３月23日 14,837 － 88.8 4.0 

３月末 15,673 5.6 84.2 7.2 

４月末 16,291 9.8 83.5 8.2 

５月末 17,707 19.3 85.1 8.3 

６月末 19,769 33.2 84.0 8.8 

７月末 19,693 32.7 85.8 7.8 

８月末 20,492 38.1 85.8 8.5 

９月末 21,274 43.4 84.0 8.8 

10月末 20,871 40.7 84.0 8.8 

11月末 21,308 43.6 86.4 6.7 

12月末 20,509 38.2 87.3 6.0 

2024年１月末 22,811 53.7 84.8 8.6 

２月末 23,745 60.0 85.3 9.2 

(期  末)     

2024年３月25日 24,681 66.3 88.3 6.9 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2023年３月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。参考指数は、作成期首（2023年３月23日）の値が基準価額と同一となるように

計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は36.4％の上昇 

基準価額は期首12,830円から期末17,498円（分配金込み）に4,668円の値上がりとなりました。 

 

（上昇） 米金融機関の破綻や欧州大手銀行の経営危機に対して当局による預金保護や同業によ

る買収などが速やかに発表されたことや、米国の利上げ幅が0.25％と事前予想比で小

幅となったことなどが好感されたこと。 

（上昇） 日銀の金融政策決定会合において現行の金融緩和策維持が決定されたことで円安が進

行したことや、景気後退懸念が台頭している米国などに比べ相対的に良好な経済見通

しである日本株への外国人投資家からの資金流入が続いたこと。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

（上昇） ６月の米CPI（消費者物価指数）の伸び率鈍化を受けて利上げ終了が近いとの観測が広

がったことや、円安・ドル高が進み企業業績への期待感が高まったことなど。 

（下落） 予算不足による米政府機関閉鎖への懸念が高まったことや、好調な米経済指標を受け

た米長期金利上昇などが嫌気されたこと。 

（上昇） 日銀政策決定会合を受けて日銀が現状の金融緩和姿勢を当面続けるとの見方が強まっ

たことや、10月の米雇用統計が事前予想を下回り米利上げ局面が終了するとの見方が

広がったこと。 

（上昇） 2024年年初から円安・米ドル高が進行したことや、新たなNISA（少額投資非課税制度）

を通した個人投資家の購入意欲の高まりなども追い風となるとの見方が広がったこと。 

（上昇） 輸送用機器などの主要企業の好決算などが好感されたこと。 

（上昇） 日銀の金融政策決定会合において当面緩和的な金融環境が継続するとの見通しが示さ

れたことに加えて、FRB（米連邦準備制度理事会）の利下げ期待が維持されたこと。 
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－ 5 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

（配当込み）の騰落率が＋45.5％となったのに対

して、基準価額は＋36.4％となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①市場平均より少なめに保有していた医薬品、

サービス業、情報・通信業の騰落率が市場平

均を下回ったこと 

②市場平均より多めに保有していた三菱商事、

住友ベークライト、本田技研工業などの騰落

率が市場平均を上回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①市場平均より多めに保有していた化学、食料品の騰落率が市場平均を下回ったこと 

②保有していなかった銀行業の騰落率が市場平均を上回ったこと 

③保有していなかったトヨタ自動車、東京エレクトロンの騰落率が市場平均を上回ったこと 

④市場平均より多めに保有していたアサヒグループホールディングスなどの騰落率が市場平

均を下回ったこと 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎分配金 

（１）収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり350円とさせていただきました。 

（２）留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 
 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第９期 

2023年３月24日～ 
2024年３月25日 

当期分配金 350  

(対基準価額比率) 2.000％ 

 当期の収益 350  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 7,147  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2023年３月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は66.3％の上昇 

基準価額は期首14,837円から期末24,681円（分配金込み）に9,844円の値上がりとなりました。 

 

（上昇） 米金融機関の破綻や欧州大手銀行の経営危機に対して当局による預金保護や同業によ

る買収などが速やかに発表されたことや、米国の利上げ幅が0.25％と事前予想比で小

幅となったことなどが好感されたこと。 

（上昇） 日銀の金融政策決定会合において現行の金融緩和策維持が決定されたことで円安が進

行したことや、景気後退懸念が台頭している米国などに比べ相対的に良好な経済見通

しである日本株への外国人投資家からの資金流入が続いたこと。 

（上昇） ６月の米CPI（消費者物価指数）の伸び率鈍化を受けて利上げ終了が近いとの観測が広

がったことや、円安・ドル高が進み企業業績への期待感が高まったことなど。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

（下落） 予算不足による米政府機関閉鎖への懸念が高まったことや、好調な米経済指標を受け

た米長期金利上昇などが嫌気されたこと。 

（上昇） 日銀政策決定会合を受けて日銀が現状の金融緩和姿勢を当面続けるとの見方が強まっ

たことや、10月の米雇用統計が事前予想を下回り米利上げ局面が終了するとの見方が

広がったこと。 

（上昇） 2024年年初から円安・米ドル高が進行したことや、新たなNISA（少額投資非課税制度）

を通した個人投資家の購入意欲の高まりなども追い風となるとの見方が広がったこと。 

（上昇） 輸送用機器などの主要企業の好決算などが好感されたこと。 

（上昇） 日銀の金融政策決定会合において当面緩和的な金融環境が継続するとの見通しが示さ

れたことに加えて、FRB（米連邦準備制度理事会）の利下げ期待が維持されたこと。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっていないため、ベンチマーク等は

ありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１）収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり670円とさせていただきました。 

（２）留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 
 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第９期 

2023年３月24日～ 
2024年３月25日 

当期分配金 670  

(対基準価額比率) 2.715％ 

 当期の収益 670  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 14,010  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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＜円投資型/米ドル投資型＞ 

○投資環境 

期首は、米金融機関の破綻や欧州大手銀行の経営危機を受け世界の金融システムに混乱が波

及するとの懸念に対して、当局による預金保護や同業による買収などが速やかに発表されたこ

とや、米国の利上げ幅が0.25％と事前予想比で小幅となったことなどが好感されたことなどか

ら国内株式市場は上昇して始まりました。 

４月は、米著名投資家の日本株への追加投資検討の報道が好感されたことや、日銀の金融政

策決定会合において現行の金融緩和策維持が決定されたことで円安が進行し、国内株式市場は

上昇しました。 

５月は、政府による新型コロナウイルスの感染症法上の分類見直しを受けて国内経済の回復

期待が高まったことや、景気後退懸念が台頭している米国などに比べ相対的に良好な経済見通

しである日本株への外国人投資家からの資金流入が続いたことなどから、国内株式市場は上昇

しました。 

６月は、米連邦政府の債務上限引き上げ法案が成立したことや、米利上げ休止の観測が広

がったこと、及び日銀が金融政策決定会合で金融緩和策の維持を決めたことなどから、国内株

式市場は上昇しました。 

７月は、６月の米CPIの伸び率鈍化を受けて利上げ終了が近いとの観測が広がったことなど

から、国内株式市場は上昇しました。 

８月には、円安・ドル高が進み企業業績への期待感が高まったことや、パウエルFRB議長の

講演や軟調な米国の経済指標を受けて米国の追加利上げ観測が後退したことも好感され、国内

株式市場は年初から８ヵ月連続の上昇となりました。 

９月に入ると、パウエルFRB議長の会見などを受けて、米金融引き締めの長期化への懸念が

高まったことや、予算不足による米政府機関閉鎖への懸念が高まったことなどから、国内株式

市場は９か月ぶりの下落となりました。 

10月は、好調な米経済指標を受けた米長期金利上昇などが嫌気され、国内株式市場は下落し

て始まりました。月末には日銀の金融政策決定会合で長短金利操作の柔軟化が決定され、金融

政策修正への過度な警戒感が後退したことで、国内株式市場は反発しましたが、月間では下落

しました。 

11月は、日銀が現状の金融緩和姿勢を当面続けるとの見方が強まったことや、７-９月期の

企業決算が総じて堅調な結果となったこと、及び10月の米雇用統計が事前予想を下回り米利上

げ局面が終了するとの見方が広がったことなどから、国内株式市場は上昇しました。 

12月に入ると、円高・ドル安が進んだことで輸出関連株を中心に売られ、国内株式市場は下

落しました。 

2024年１月は、米長期金利の上昇や日銀のマイナス金利の早期解除が困難になったとの見方

を背景に、円安・米ドル高が進行したことや、新たなNISAを通した個人投資家の購入意欲の高

まりなども追い風となるとの見方が広がったことなどから、国内株式市場は上昇しました。   



品 名：90001_140647_140648_009_03_野村日本企業価値向上オープン（円投資型）／（米ドル投資型）_1006906.docx 

日 時：2024/4/24 9:04:00 

ページ：11 

 

－ 11 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型/米ドル投資型＞ 

２月は、輸送用機器などの主要企業の好決算などが好感されたことや、植田日銀総裁の発言

などから緩和的な金融政策の長期化観測が広がったことなどを受け上昇し、日経平均株価は

1989年12月の史上最高値を更新しました。 

３月に入ると、日銀がマイナス金利政策を解除するとの見方が広がったことや、年初から急

ピッチで上昇してきたこともあり利益確定と思われる売り圧力が強まったことなどから一時

下落する局面も見られましたが、日銀の金融政策決定会合において当面緩和的な金融環境が継

続するとの見通しが示されたことに加え、FOMC（米連邦公開市場委員会）では年内３回とし

ていた利下げ予想に変化がなくFRBの利下げ期待が維持されたことなどから、国内株式市場は

上昇して期末を迎えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村日本企業価値向上オープン（円投資型）］ 

基本方針として、当ファンドは［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］を高位

に組み入れます。期末の実質株式組入比率は95.1％としました。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）］ 

（１） 基本方針として、当ファンドは［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］を

組み入れるほか、株価指数先物取引を活用することで、実質的な株式組入比率を高位に

維持します。期末の実質株式組入比率は95.2％としました。 

（２） また、選択権付き為替予約取引を行なうことで米ドルへの投資効果を追求します。期末

の米ドルのエクスポージャー比率は99.3％としました。 

 

［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末は95.2％としました。 

 

・期中の主な動き 

（１） ROE（自己資本利益率）や余剰資金水準などに基づく企業価値向上の「余地」、および経

営陣の株主還元などを通じた企業価値向上への「意欲」の２つの視点で選んだ銘柄群の

中から、業績動向やバリュエーション（投資価値評価）、企業の競争力などを勘案して投

資魅力度が高いと判断される銘柄に投資しました。 

（２）期中の売買では住友不動産、KDDI、綜合警備保障、シスメックス、資生堂などを買い付

けしました。一方三菱ケミカルグループ、オリンパス、住友ベークライト、三菱商事、

ロームなどを売却しました。 
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＜円投資型/米ドル投資型＞ 

（３） 期末において保有している主な業種は電気機器、化学、食料品、輸送用機器、機械など、

主な銘柄はアサヒグループホールディングス、富士フイルムホールディングス、本田技

研工業、住友不動産、京セラなどです。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は緩やかな成長を続けていますが足もとは個人消費など内需に鈍化傾向がみられ

ます。2023年10-12月期の実質GDP（国内総生産）成長率は前期比年率＋0.4％となりました。

2023年の実質賃金は前年比－2.5％となり、物価上昇を背景に実質的な所得環境は悪化しまし

た。また、12月の実質消費支出も前年同月比－2.5％と市場予想を下回り消費の低調さが示さ

れました。一方で、今後については、価格転嫁の一服などによりインフレ率の低下が見込まれ

ます。2024年春闘での賃上げや政府による所得税の定額減税などを背景に実質的な所得環境が

改善に向かうことで今後の個人消費は回復するとみられます。日銀は、２％の物価安定目標の

持続的・安定的な達成が近づきつつあるとの見解を示しており、４月にマイナス金利解除など

の金融政策の修正が開始される可能性が高まっています。当社では、2024年の日本の実質GDP

成長率を前年比＋0.6％と予想しています。 

2024年度国内企業の予想経常利益は、前年度比5.8％増（野村證券金融経済研究所予想による

Russell/Nomura Large Cap［除く金融］、３月21日時点）、2025年度は同7.5％増（同上）となる

ことが予想されます。 

 

・投資方針 

（１） 引き続き、ROEや余剰資金水準などに基づく企業価値向上の「余地」、および経営陣の株

主還元などを通じた企業価値向上への「意欲」の２つの視点で選んだ銘柄を主要投資対

象として運用を行なってまいります。 

（２） 銘柄選択にあたっては、企業取材によるボトムアップアプローチをベースに、企業の競

争力や経営の評価、収益予想やESG（環境・社会・企業統治）の視点などの企業分析を行

ない、経営者などとの対話を通じた企業価値向上への意識の変化などを重視したうえで、

企業の成長性やバリュエーションなどを考慮して組み入れを行ないます。また、銘柄の

投資比率の決定に際しては、株式の市場性などにも留意して分散投資をはかります。 

（３） 経営者の意識が変わってきたことで、自社株買いの実施や配当性向の引き上げなど株主

還元強化の動きが強まっています。今後も経営者のとの対話を通じて事業の成長も含め

企業価値の向上に積極的に取り組んでいる企業に着目して投資していく方針です。   
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＜円投資型/米ドル投資型＞ 

［野村日本企業価値向上オープン（円投資型）］ 

当ファンドは引き続き第10期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、主要な投資対象であります［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］の

組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めます。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）］ 

当ファンドは引き続き第10期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、実質的な株式組入比率を高位に維持すると同時に、選択権付き為替予約取引等の外

国為替に関するデリバティブ取引を行なうことで基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 212  1.383  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (102)  (0.664)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (102)  (0.664)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.033   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.033)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 218   1.419    

期中の平均基準価額は、15,337円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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＜円投資型＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.37％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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＜円投資型＞ 

○売買及び取引の状況 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 134,387 225,800 873,590 1,560,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 18,195,956千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 29,145,077千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.62   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

 

＜野村日本企業価値向上オープン（円投資型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村日本企業価値向上オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 9,163 328 3.6 9,032 555 6.1 

平均保有割合 26.6%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,713千円 
うち利害関係人への支払額（B） 179千円 

（B）／（A） 6.6％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2024年３月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 5,036,664 4,297,462 8,797,334 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2024年３月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 8,797,334 97.2 

コール・ローン等、その他 257,378 2.8 

投資信託財産総額 9,054,712 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年３月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,054,712,617   

 コール・ローン等 256,777,642   

 野村日本企業価値向上オープン マザーファンド(評価額) 8,797,334,464   

 未収入金 600,000   

 未収利息 511   

(B) 負債 243,140,064   

 未払収益分配金 179,850,359   

 未払解約金 4,537,133   

 未払信託報酬 58,611,957   

 その他未払費用 140,615   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,811,572,553   

 元本 5,138,581,697   

 次期繰越損益金 3,672,990,856   

(D) 受益権総口数 5,138,581,697口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,148円 
 

（注）期首元本額は 5,820,776,800 円、期中追加設定元本額は

208,570,056円、期中一部解約元本額は890,765,159円、１口当た

り純資産額は1.7148円です。 

○損益の状況 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       12,796   

 受取利息 1,099   

 支払利息 △       13,895   

(B) 有価証券売買損益 2,477,427,199   

 売買益 2,674,665,543   

 売買損 △  197,238,344   

(C) 信託報酬等 △  115,776,496   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,361,637,907   

(E) 前期繰越損益金 1,338,077,873   

(F) 追加信託差損益金 153,125,435   

 (配当等相当額) (    133,550,736)  

 (売買損益相当額) (     19,574,699)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,852,841,215   

(H) 収益分配金 △  179,850,359   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,672,990,856   

 追加信託差損益金 153,125,435   

 (配当等相当額) (    134,503,845)  

 (売買損益相当額) (     18,621,590)  

 分配準備積立金 3,519,865,421   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2023年３月24日～2024年３月25日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2023年３月24日～ 
2024年３月25日 

a. 配当等収益(経費控除後) 186,214,817円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 2,112,112,360円 

c. 信託約款に定める収益調整金 153,125,435円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,401,388,603円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 3,852,841,215円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,497円 

g. 分配金 179,850,359円 

h. 分配金(１万口当たり) 350円 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 350円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

 

 

  



品 名：90001_140647_140648_009_03_野村日本企業価値向上オープン（円投資型）／（米ドル投資型）_1006906.docx 

日 時：2024/4/24 9:04:00 

ページ：20 

 

－ 20 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 279  1.394  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (133)  (0.664)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (133)  (0.664)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 13)  (0.066)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 7   0.033   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.030)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.002)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 287   1.430    

期中の平均基準価額は、20,011円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○売買及び取引の状況 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 14,750 14,273 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

種 類 別 
コール・ 
プット別 

買 建 売 建 

新 規 

買 付 額 
決 済 額 

権 利 

行 使 

権 利 

放 棄 

新 規 

売 付 額 
決 済 額 

権 利 

被 行 使 

義 務 

消 滅 

国 

内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

通貨オプション取引 コール 79,822 82,004 － － － － － － 

 プット － － － － 79,822 77,101 － － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 1,312,205 2,375,800 1,047,291 1,800,600 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 18,195,956千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 29,145,077千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.62   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

先物取引の種類別取引状況 

オプションの種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：90001_140647_140648_009_03_野村日本企業価値向上オープン（円投資型）／（米ドル投資型）_1006906.docx 

日 時：2024/4/24 9:04:00 

ページ：23 

 

－ 23 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○利害関係人との取引状況等 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

 

＜野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 14,750 6,895 46.7 14,273 5,255 36.8 

 
 
 

＜野村日本企業価値向上オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 9,163 328 3.6 9,032 555 6.1 

平均保有割合 73.4%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 8,197千円 
うち利害関係人への支払額（B） 754千円 

（B）／（A） 9.2％   
 
＊ 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2024年３月25日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 1,981 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

 

銘      柄      別 
コール・ 
プット別 

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円 

通貨オプション取引 ドル コール 439 － 

  プット － 439 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 12,735,953 13,000,867 26,614,076 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2024年３月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 26,614,076 83.1 

コール・ローン等、その他 5,413,181 16.9 

投資信託財産総額 32,027,257 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査依頼を行なった取引は2023年３月14日から2024年３月11日までの間でオプション取引
（為替店頭オプション取引）976件でした。これらのオプション取引（為替店頭オプション取引）
について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づ
いて比較可能な価格のほか、取引の相手方の名称、通貨の種類、プット又はコールの別、数量、
オプション料計上額その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内容に関して、
EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指針
4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関
する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を入手しています。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について
保証を提供するものではありません。 
  

オプションの銘柄別期末残高 

親投資信託残高 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年３月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 32,024,573,652   

 コール・ローン等 3,016,806,725   

 野村日本企業価値向上オープン マザーファンド(評価額) 26,614,076,420   

 コール・オプション(買) 439,145,850   

 未収入金 1,893,876,809   

 未収利息 6,010   

 差入委託証拠金 60,661,838   

(B) 負債 3,312,246,773   

 プット・オプション(売) 439,145,850   

 未払金 1,807,648,820   

 未払収益分配金 801,188,097   

 未払解約金 78,511,013   

 未払信託報酬 185,311,840   

 その他未払費用 441,153   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 28,712,326,879   

 元本 11,958,031,309   

 次期繰越損益金 16,754,295,570   

(D) 受益権総口数 11,958,031,309口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 24,011円 
 

（注）期首元本額は 13,316,297,724円、期中追加設定元本額は

390,644,948円、期中一部解約元本額は1,748,911,363円、１口当

たり純資産額は2.4011円です。 

○損益の状況 (2023年３月24日～2024年３月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       679,295   

 受取利息 29,184   

 支払利息 △       708,479   

(B) 有価証券売買損益 6,730,353,404   

 売買益 7,184,951,416   

 売買損 △   454,598,012   

(C) 先物取引等取引損益 5,273,159,776   

 取引益 16,055,586,719   

 取引損 △10,782,426,943   

(D) 信託報酬等 △   352,856,844   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 11,649,977,041   

(F) 前期繰越損益金 5,416,906,379   

(G) 追加信託差損益金 488,600,247   

 (配当等相当額) (     243,774,485)  

 (売買損益相当額) (     244,825,762)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 17,555,483,667   

(I) 収益分配金 △   801,188,097   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 16,754,295,570   

 追加信託差損益金 488,600,247   

 (配当等相当額) (     246,949,618)  

 (売買損益相当額) (     241,650,629)  

 分配準備積立金 16,265,695,323   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2023年３月24日～2024年３月25日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2023年３月24日～ 
2024年３月25日 

a. 配当等収益(経費控除後) 505,452,573円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 11,144,524,468円 

c. 信託約款に定める収益調整金 488,600,247円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 5,416,906,379円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 17,555,483,667円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 14,680円 

g. 分配金 801,188,097円 

h. 分配金(１万口当たり) 670円 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 670円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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